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研究成果の概要（和文）：  感染症対策における患者の人権保障については、2つの面から検討を進めた。１つ
は日本国内のハンセン病法制の制定過程や改正過程、法の運用実態を明らかにするため、通史として考察してき
た。日本独自のハンセン病隔離政策の特質がいかに形成され、人権侵害をもたらし現代へ影響を与えたかを明ら
かにした。2つめはノルウェーを主たる対象国にハンセン病法制の制定や運用実態につき、考察してきた。「ノ
ルウェー方式」と日本のハンセン病政策との相違を法構造と法運用実態を中心に考察してきた。

研究成果の概要（英文）：　We examined the human rights protection of patients in infectious disease 
control from two aspects.First, we examined the process of establishing and revising the legal 
system for Hansen's disease in Japan and the actual situation of the operation of the law based on 
history.It was revealed how Japan 's Hansen' s disease isolation policy was formed and brought about
 human rights abuses and influenced the present age.Secondly, We have considered Norway as the main 
target country concerning establishment and management practice of Hansen' s disease legislation.We 
have considered differences between "Norwegian model" and Japanese Hansen' s disease policy mainly 
focusing on legal structure and legal practice.

研究分野： 社会保障法

キーワード： 患者の権利　医の倫理　ノルウェーモデル

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究に関する国内・国外の研究動向は 3
点あった。第一に、2000 年代以降、近現代
における医療政策下で行われた人権侵害の
実態解明とその分析が、飛躍的に進んでいた。
主に医療倫理学、歴史学、社会学等から取り
組まれており、「医の倫理」の検討と人権の
視点からの再構築の試みである。 
第二に、医療政策―とりわけ感染症対策の

もとで患者の人権と公共の福祉が衝突する
場合における調整原理に関する研究が進ん
でいた。 
第三に、ハンセン病は、人権問題としてよ

うやく第 65 回国連総会（2011 年）でとりあ
げられ、また本格的な各国法制の比較研究が
始まったところであった。応募者らは、井上
代表の基盤（Ｂ）において、国内で初めてノ
ルウェーとの政策及び運用実態の比較に関
する国際シンポジウムを開催した（2011 年 1
月「ハンセン病政策と患者の人権―ノルウェ
ーと日本」「ハンセン病政策と資料保存―ノ
ルウェーと日本」、主催は金沢大学・国立ハ
ンセン病資料館）。これは、国際的規模で、
近現代のハンセン病政策を社会科学的な視
点からも検討する動きに合致している 3）。と
りわけ、19 世紀後半に感染症であることが判
明してからのハンセン病医療政策をリード
してきたノルウェーとの比較は、日本のみな
らず世界各国で注目されていた。 
 
２．研究の目的 

2011 年、第 62 回国連総会において「ハン
セン病差別撤廃決議」が決議された。これは
人権問題としてハンセン病政策及び患者を
取り巻く実態が、まさに国際的課題になった
ことを示す。他方、近年、新型のかつ強力な
感染症が人類の脅威となるなか、感染症政策
における人権保障が問われている。本研究の
目的は、日本のハンセン病隔離政策の過ちを
教訓として、患者の人権とりわけ健康権を保
障する、すなわち人権保障と感染拡大予防と
しての感染症政策の調整原理と具体策を提
起することを試みる。 
 
３．研究の方法 
 第一に、国連およびＷＨＯを中心にした健
康権に関する研究である。現在、国連では、
健康権研究が大きく進展しており、司法アプ
ローチ、行政アプローチなどの手法を用い、
加盟各国の諸政策につき統一的な基準で分
析することが試みられている。健康権につき、
考察を深めた。 
第二に、感染症対策における政策形成過程

と患者の権利に関する研究である。とりわけ
ノルウェー及びヨーロッパ諸国に焦点を絞
り、「ノルウェーモデル」が各国に与えた影
響と異同につき、政策面から明らかにする。
あわせて、ノルウェー現地調査により、関連
法制と運用実態における乖離（1900 年代より
関連法が適用されなかった）理由と社会背景

を考察した。 
第三に、アジアにおける感染症政策形成史

及び患者への人権侵害に関する研究である。
特に、中国（旧日本領も含む）における感染
症政策及び防疫事業の形成史に焦点を絞り、
患者への人権侵害に関する実証研究を進め
た。 
 
４．研究成果 
 第一に、国連およびＷＨＯを中心にした健
康権に関する研究については、国際人権法の
観点から社会権規約第3回定期報告書の審査
の分析や健康権保障の到達状況と日本の医
療保障制度の課題を明らかにしてきた。国連
では健康権保障の到達状況を測定する人権
指標が策定され、本研究では国内における活
用の試みにつき検討した（棟居）。これらの
成果は国際人権法学会研究集会や医師で構
成する団体の招聘講演で公表した。また、権
利の保障と擁護の仕組みを地域で構築する
ため、健康権保障の観点から、リハビリテー
ションのあり方を提言した（井上）。 
 第二に、感染症対策における政策形成過程
と患者の権利に関する研究については、2 つ
の面から検討を進めた。１つは日本国内のハ
ンセン病法制の制定過程や改正過程、法の運
用実態を明らかにするため、2017 年 5月まで
に16回にわたり通史として考察してきた（井
上）。日本独自のハンセン病隔離政策の特質
がいかに形成され、人権侵害をもたらし現代
へ影響を与えたかを明らかにした。2 つめは
ノルウェーを主たる対象国にハンセン病法
制の制定や運用実態につき、考察してきた。
「ノルウェー方式」と日本のハンセン病政策
との相違を法構造と法運用実態を中心に考
察してきた。この成果は、招聘講演も含め複
数の国内学会で公表した（鈴木）。また日本
植民地下であった韓国のハンセン病法制制
定と法運用実態を明らかにし、解放後の韓国
政府の考え方に影響を与えたことを示した。
さらに現在もハンセン病の新規発生がある
マダガスカルについて、政権が不安定な状況
が続くなか貧困問題と重複する形で、ハンセ
ン病医療がままならずハンセン病法制が影
響を持ちえない状況を明らかにした。 
 第三に、アジアにおける感染症政策形成史
及び患者への人権侵害に関する研究につい
ては、戦争期の医学犯罪を中心に４つの側面
から取り組んだ。1 つめは、日本軍慰安婦、
ハンセン病患者らへの人権侵害と救済、再発
防止の考察を深め、日本政府の責任と日韓関
係のあり方について、韓国で公表し研究会の
場にて韓国関係者と議論をした（井上）。2つ
めは、15 年戦争期における国内、植民地下に
おける医師の学位授与についてである。学位
論文内容を検討することを通じ、患者への実
験がどのような内容であったかを明らかに
し批判した。一連の研究は、『戦争と医学』
等の著作にまとめられ中国で翻訳出版され
るとともに、韓国東南亜財団の招聘により研



究成果を報告した（西山）。3つめは医学犯罪
を倫理学から分析し、15 年戦争期の日本の医
学犯罪を検証することは医学研究倫理にと
ってどのような意義をもつか等を明らかに
してきた（土屋）。４つめは歴史学の立場か
ら、戦争期の後方支援としての医療に着目し
軍陣医学の実態を明らかにしてきた（末永）。
こうした研究の蓄積で、当初の研究目的の達
成に確実に近づくことが出来た。さらに研究
を重ねたい。 
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